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既存手工業から、自動化という選択は企業システムの構築と移行を求め、人件費の削減と無

駄の完全な排除における強い企業として高い利益性における企業経営の健全性を実現する

ことができるのである。 

 

これらは開発への投資とともに、企業の新しい企業サイクルの再構築を実現し、社会市民と

しての自己と高い倫理的要求とともに、グローバル市場への参入ととともに企業としての

ポテンシャルを最大限開花させ、そのビジネスという現実におけるコアコンピタンスへの

挑戦を行うものである。 

 

これらははるかに優れるコスト効率性を実現させ、知的集積産業や知的産業として、すべて

の産業の次世代という転換を提案するものである。 

 

これらは戦う企業の強さの実現であり、これらはグローバス市場における自己プレゼンス

の構築を可能とできるのである。 

 

これらはシステム化とともに、優れた生産性と効率性における企業経営環境へ移行するこ

とは時代の与える大きな変化における今日の真実であり、これらが高い利益構築を可能と

することは今日の企業経営における変革なのである。 

 

これらシンプル化とスリム化は、すべての無駄を排除した、企業システムの完成であり、こ

れらが自動化における新しい現実とともに、新しい企業経営を実現できるのである。 

 

これらは企業の次世代への転換であり、未来という新しい現実へ新しい企業製品とともに

参加を得ることはその万全性を与えるものなのである。 

 

これら変化は今日の産業革命においてすべての産業分野へ適応するものなのである。これ

らは高い生産性と効率性においてより優れた利益の構築を与えるのである。 

 

これらは時代の飛躍であり、未来における新しい企業現実に対してそのシンプル化した企

業システムという基盤は、さらなる未来への可能性の実現の必要性なのである。 


